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理科授業における天体シミュレーションソフトの活用
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1．はじめに
小･中学校における理科の天文領域では，身
近な天体を観察することで児童生徒の興味や関
心を高めながら，宇宙についての認識を深める
学習を行う。天体の位置や動きを教室内で再現
し，児童生徒が観察した結果をクラス全体で共
有しながら授業を展開できれば，学習内容の理
解もより進むと考えられる。
パソコンのアプリケーションソフトの中には，
画面上で天体の位置や動きを再現できる天体シ
ミュレーションソフトが多数存在する。これら
の天体シミュレーションソフトを教材として授
業に導入することで，天体現象を教室内で再現
できるだけでなく,、ソフトの機能を効果的に活
用すれば双方向型の授業展開も可能になる。し
かしながら，小・中学校の理科授業において，
これらのソフトが活用されることはまだ一般的
でなく，教材としての普及が十分とは言えない
のが現状である。小論では，教材に適すると思
われる天体シミュレーションソフトを紹介し，
授業における活用例とその教育的効果について
述べる。
2.StellariumとMitaka
パソコン上で動く天体シミュレーションソフ
トのうち,StellariumとMilakaをここでは取り
あげる。これらのソフトはともに，次の3つの
条件:(a)無料で入手できる,(b)映像が写実的で
ある,(c)日本語に対応している，を満たしてお
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り，教材としても適していると思われる。
Stellariumは「http:"WwwstenariumoIgia/」で，
Mitakaは「http:/M4d2u.nao.acjpIhtml/
pmgram/mitaka/｣で,それぞれ公開されている。
以下に各ソフトの概要を紹介する。
Stellarinmは,オー プンソー スのもとで開発さ
れたソフトである。地上からの視点による天球
表示に特化し，プラネタリウム投影機にも対応
している。選択した天体を望遠鏡で見るように
拡大する機能を有し，写実的な天体画像を表示
できる。WindowS,MacOS,およびLinuxで動
作する。
Mitakaは，国立天文台が4次元デジタル宇宙
プロジェクトとして開発したソフトであり，天
文学の研究成果をできるだけ忠実に再現できる
ように作られている。機能も充実しており，や
や複雑な操作に抵抗がなければ，最も推奨した
いソフトである｡地上からの視点だけではなく，
宇宙からの視点にも切り替えることができ，太
陽系や銀河系を飛び出し，宇宙の大規模構造ま
で表示することができる。追加プログラムをイ
ンストー ルすれば,MitakaPlusとしてより多く
の機能が使えるようになる。動作するOSは
Windowsのみであるが,派生版のMitakaplusは
MacOSにも対応している。
宇宙からの視点で天体の動きを示したい場合
や，太陽系や銀河系など宇宙の構造を表示した
い場合は,Mitakaが必要になる。それに対し，
天球上の天体の動きだけを扱うならば，
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Stellariumでも十分である。StellariumはMitaka
に比べて機能が少ない分，操作が簡単である。
小論では，多くの教員にとってより扱いやすい
と思われるStellariumを中心に,天体シミュレー
ションソフトを授業で活用する方法について述
べる。
3．授業における活用例
授業では,Stellariumの画像を大型モニタやス
クリーンなどに映し出すのが一般的であろう。
準備する機器としては，プロジェクタか大型モ
ニタのどちらかが教室にあれば，ソフトがイン
ストールされたパソコンとモニタケーブルを用
意するだけでよい。
シミュレーションソフトの醍醐味は，条件を
任意に変えて現象を再現できることである。
Stellariumの場合も，日時や地球上の観察地点を
自在に変えることができ，設定した条件のもと
での天球を映し出すことができる。また，時間
の進行速度を変える機能も有している｡これら
の機能を使うことにより，天体の日周運動（ソ
フトの操作：観察場所を固定し，時間を早送り
する｡）や,星の年周運動および太陽の南中高度
の季節変化（観察する場所・方角・時刻を固定
し，1ヶ月単位で時間を進める｡）をそれぞれ再
現することができる。このように,S妃nariumを
使うことで，教室においても基本的な天体現象
を視覚的に示すことができる。
また，シミュレーションソフトを授業に導入
することは，双方向型の授業をより円滑に成立
させる効果も期待できる。例えば，太陽の南中
高度や日の出・日の入の季節変化を自分の経験
に基づいて気づかせたり，天体の日周運動が日
本以外の場所（南半球など）ではどのように見
えるか考えさせ，それらをStellariumを使って
確認するという方法もあるであろう。子どもた
ちとのやり取りの中で，条件設定を自在に変え
て天球を表示することで，児童生徒の積極的な
授業参加を促すことができると考える。
中学校の理科では，天体の日周運動や年周運
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動などを地球の自転や公転にそれぞれ関連付け
て理解させるねらいがある。そのためには，地
球の外に視点を移すことが必要不可欠である。
ここで，宇宙からの視点の機能も有する天体シ
ミュレーションソフトMitakaを使うのも一つ
の方法である。しかし，すべての学習内容をソ
フトの映像だけで説明するのは，授業が変化に
乏しい単調なものになる可能性もある。
そこで,筆者が提案するのは,Stellariumとア
ナログ教材を併用する方法である。つまり，ア
ナログ教材で宇宙からの視点を与え,Stenarium
による地上からの視点と組み合わせることで,2
種類の視点を同時にもつことを可能にする。具
体的には，太陽に見立てた電球あるいは球体と
地球儀を用意し，太陽の日周運動を説明するた
めには地球がどの方向に自転していなければな
らないか，地球の公転と地軸の傾きが太陽の南
中高度の季節変化とどのように関係するのかな
ど,Stellariumが描く地上からの視点の映像を見
せながら考えさせるのも良いであろう。
アナログ教材との併用ということでは，
Stellariumと星座早見の組み合わせも考えられ
る。星座早見の使い方は，小学校で学ぶ。ある
日時の日本の夜空をStllariumで表示し，教員
が指し示した恒星の名前を児童が星座早見を
使って探すという，星座早見の使い方も兼ねた
クイズ形式の授業が行える。また，中学校の授
業であれば,火星や木星などの惑星を指し示し，
惑星が星座早見に載っていないことを生徒に気
づかせるという方法もある。この時に有効なの
が，選択した天体を拡大できるStellariumの機
能である。これを使って問題の天体が惑星であ
ることを視覚的に示し，太陽系について学ぶ導
入とすることもできる。実際に筆者は，大学1
年生対象の授業でこの方法を10年以上実践し
ているが，惑星が星座早見に載っていないこと
を最初から気づいている学生はほとんどいない。
4．さいごに
小論では,Stellariumを例として天体シミュ
酒寄淳史：理科授業における天体シミュレーションソフトの活用
レーションソフトの教材としての有用性といく
つかの活用例について述べてきた。しかしなが
ら,天体シミュレーションソフトが万能の教材
であり，これだけを使えば良いということでは
決してない。理科の天文領域においても実際の
事象を観察･記録することがまずは大事であり，
児童生徒の体験を補完するためにソフトを使う
ことが基本と考える。
大型モニタやプロジェクタの設置が当たり前
となった現在の学校では，天体シミュレーショ
ンソフトの導入において経済的な負担はほとん
ど発生しない。にもかかわらず，教材としての
普及が十分でないのは，教員がソフト操作の習
得にかかる手間を嫌っていることが大きな原因
ではないかと想像する。授業に必要な操作だけ
を覚えるのであれば,Stellariumはさほど手間の
かからない手頃なソフトである。教員が実際に
ソフトを操作することで，授業におけるさまざ
まな活用方法が思い浮かぶであろう。
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